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有酸素的ならびに剱酸素的･1ﾜｰﾆとの関連からみた

パスケットボール・ﾌﾟびｰヤーのための体カチストの検討
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　本研究はバスケヅトボール・プレーヤーの体カテストについて有酸素的ならびに無酸素的パワーとの関

連性という観点から検討するものである。

　バスケットボール・プレーヤーの体力について、あるいは体力的視点からのゲームについての報告はそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5ﾊ7n8)(9)のほとんどがフィールド・テストに基づくものであり、生理学的運動機能を報告しているものは少ない。

フ４－ルド・テストは実施しやすい利点はあるが、生理学的運動機能との薦連性が明確にとらえられてい

ない場合にはその結果をトレーニング計画に反映することができない。

　バスケットボール・プレーヤーのための体カテストということは、パスケットボールに必要とされる体

力要因について比較検討が可能なデーターが得られるテストであるということである。したがって、優れ

たプレーヤーに共通して際立つ体力要因がどのようなものであるかについて検討することが必要であり、

その体力要因がパフォーマンスに反映する体カテストを構成しなければならない。本研究はバスケットボ

ール・プレーヤーの体カテストを検討するにあたり、体カテストと生理学的運動機能との関連性を明らか

にしようとするものであり、とくにその第一段階としてエネルギー系との関連性から体カテストについて

検討するものである。

　ｒ。昌よ、筋活動に直接利用できるエネルギーＡＴＰの再合成のエネルギーを３つに分けている。つま

り、無酸素的な㈱瞑質系と無酸素的な乳酸系および有酸素釣な過程によるエネルギーである。このような

エネルギー生躍過程からバスケットボール・プレーヤーの体力について分析することはトレーニング計画

への反映という観点からも有意義なものであると考えられる。本研究では体カテストをこの３つの過程と

の随連から検討する。

研究方法

印被検者

被検者は千葉大学バスケットボール昂男子１７名である。年齢は2 0.0土1.3歳である。

２４

嶺現筑波大学体育センター

W■

Ｉ
Ｉ

｜

｜

｜

１

¶

｜

｜

｜

｜

｜

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｉ

｜

｜



1.、

'j

－ 劃定項目1こついて

エ承ルギー系昏有難－系．加酸ｌ的価額詞系，黛醗ぶ･的詞.農IJj3つdこ分ljて次のよう1ごとらえた.，

　fi儒鳶的j･七りー

　有陥ま的jlりーの桐lli叢大難素摂ljilfは糟i･】il大･酸1;摂取11隨し!:.慶.大敵j,梱.取Iltの膀|;ir

lj墨や一々叶●FI転１エj1･ゴｊ一ター●用いた飴分１０｣!|転のペダリング凛働1と,よってｈなりだ，値

興lilkp,lり･S分仙1こｌｋｐず-１３ｋｐまで椚jl』.11･，』2分以後|.i2分徊|こ１】．５ｋｐすつSII堆･し，

●ＸＩＩ･ｕｌｈａｎまで¥･1な・だ．ﾀﾞ･ゲうスパ．ゲ法に,tり１･１１１Ｕ・ｔｊ０１の|白|･|･|12ヽ3分間の呼ｌ

●１分間ずり裸懐し，こi1●鵬時ｶ･ス5呻ll(Ξ栄alll・!t製１によ．て分析した．求めらflた毎分の

酸素・－●の最高個を慶大酸素摂政靴とし，この鐙●休喫で除し休檻ｉり慶大畠,S摂取量とした．

　¶|!鳴丿的パ･ヮー

　殲●・的j｛りーは畑嬰的な全力還１で甕揮きれ数抄閲で鮪珊する蜘ll直系と３０６ヽ３分持続する

零難系きからな名。そこで、咆ｌ41111rよるｌ齢間の自転車エルゴｊ一ターの全カペダリンク･による

最大無闇Ｓパり一およぴ体重当旬・大無菌素パIヮーと、冑冰ら･l‘形本11゛1こよる３０秒間の自転車ヱ

j1ゴｊ－４－の彙･jlぺ●･･ I】ング|ごよ昌組仕頓着およぴ体礁当ｌ一睡事l�を、・酸素的jfヮーの指�と

した。

　最大一騎素jlヮーの測定1まモナーク吐�自転車ヱ』1･ゴｊ－ターを用い、植植者|r号ドルから�を浮

かせないよ剥こ附示し。約ｓ秒贋の全カペダリンダ運動をriなわせた。車軸|こ付ｌした反射板|ご投光

|｡｡、この尼削児を光電賀咆J1で受光すろ錨・を設置し摺齢の反射幄の遍道数をタケダ理研雖ユこパー

せj1カウン々一（TR－511）4G】で計数し。これ泰タケダ理研製デり夕jしレ=1－ダＣＴＲ－●１９１｝で

記舞した。これから算出される１砂の車瞳の回転数と車輪の周一より週厦を求め。適度と量荷（ｋｐ）

の稽きしてjiヮーを求めた。名機撥者1こlj4ヽ6�数の良魏1こよるペダリング運動を実施さ皆諏定恚

れた･1ヮーの儀大倣をー大無菌素jfりーとした。また、この髪●休１で勲しこれを体ｌ当り鐙大劃酸

よパりーとした。

　３０肺間の一仕事着|ま最大羞●素パりーの測定と問�の劃定諭・を用いた。維撥巷1こ４ｋｐの●欄

|ごよ芯ｊｏ砂・の喩カペダリング運動●riなわせ、この喘の綸仕頓Ｉを求めた。また、この鐘を体・

で勲しこれ●休職当り鵬仕頓偕とした。

illl　体力剽定の項目|rりいて

　　jfスケ・トポーjb ・ =1－トで簡易IE測定であること、ｌ・賄の・作●憲一とすること●考え、鯛発

　件、匍一件、・持久性、動的平鹿性、筋力|rついて次の１３１目について休カテストを実施した。

　･!唖陶棺鯖ぴ♭）上体・しel垂直跳ぴ、幻立�銚ぴ･）同一逓・二回魏ぴ（宜轜鵬ぴと

　同lj個個で連雄二朗の鵬‐を行ない、踏切り地迦のつま先から曹羞虚の塵までの・簸を計測する。〕

　ｎ両li達雄Ｅ回跳ぴ（両足達観二回繭ぴと剌じ一個iこよるΞ屈醗ぴ。）ｇ】左右交互連続五回魏

　ぴ（両S!●標えてスタートめ檀・|こ立つ。初めの一泰は両足踏切りで繭ぴ、次からは左右交互|r計五

　回の達雄銚ぴを朽ない、踏切り鐘点のつま先より●地点の踏までの●踏を計�する、）ｈ】シ。ト

－２５－



Ｌ

ル・ラン（スタートラインより６．地点で折り返し、再びスタートラインヘ戻る。さらに１４．を折

り返す２吃復走の所要時間。）ｉ）２０刎走ｊ）握力ｋ）背筋力

13）打観的評価順位

　　バスケ一一､トポールにおける総合的能力という観点から、チームのコーチによる主観的評価によって測

　定を’ぢ賎したプレーヤーに順位をつけた。

r川･､仔酸素的パワー、無酸素的パワー、主観点評価順位と体カテストにみられる相関関係について検討

な。

結 果

　ふー｜は有酸素約ならぴSこ顔酸葉駒パワー4こりいての裁定善果●承した１のである。善後看らの量大儒

酸素j｛り一11S7.0十10.1匈・。ｙ．．ｌ、体重一ｌ曇iil酸斎パワー|ま1.15士0.1圖細・釧ﾉi●・･●1

で･あ、た。また、３０秒ペダリング後仕事量|ま１４ａＯ．右士152.1j●・●s体重当句９０茜ペダIリンダ

釧什１畑1ま2 2.7士2.07軸・鯛／細であ、た。一方。有酸素的jfり一の指種であ･a量大磯素摂数量|ま。

３．３６＋ｎ．３８ｆメｍｉｎ、咄Ｓ嘲む●大龍一曼数量liS I.S士1.aSsiﾉ細･ｍｌｎであ、た。

表
Ｉ μ酵素的および無酸素的作業能の測定結果

；　　　　ＡｎａｅｒｏｂｌｃＰｏｗｅｒ Ａｅｒｏｂｉｃ Ｐｏｗｅｒ

’ｐｅａｋｐｏｗｅｒ

ｌ

ｌ（知.m/sec）

peak

po訊?r/

　　Mlelght

（匈.mﾉ49.sec｝

4kp.30sec

pedalilng

　(匈.m)

4kp.308ec
pedaoing/

　　weight

　(匈.m/吋)

ＶＯ２ｍａｘ．

　（ｌ／ｍｉｎ）

ＶＯ２ｍａｘ．／

　　ｗｏｉｇｈｔ

（ｌｇ／匈．ｍｉｎ）

　－　Ｘ　　　８７．０　１　　１．３５

ｓ．ｄ．　士10.1　F　士０．１８

　ｎ　

ｉ　　

１７　１　　１７

　　　　　　　　　　１

　１４８０ｊ

士１５２．１

　　　１７

22.7

士２ｊ７

　１７

　3.36

士０３８

　１４

　５１ｊ

士4.88

　14

　表－２は有酸素的ならびに無酸素的パワーについての劃定項目と実施した体カテストとの間の相関関係

にっいて､]リバーものである。最大無酸素パワーと自足運続二回眺び、体重当り最大無酸素パワーと垂直跳

び、忿幅跳ぴ、由足連続二回眺び、シャトル・ラン、また、体当り３０抄ペダリング総仕嘔量と垂直跳び

ヽy帽跳び、由ｉ連続二回眺びにそれぞれ有意な圧の相関凋係を示した。また、３０秒ペダリンク･1仕事量

と山木起こしとの間には有意な負の相関関係が認められた。しかし、有酸素的パワーに関する測定項目と

体ﾉJテストの間には有意な相関関係は認められなかった。

　衷－３は主観的評価順位と測定した各項目との間の順位相関を求め、その結果を示しrこものである。主

観的評価順位との間に有意な相関関係が示された項目は、両足連続二回眺び、握力および背筋力であった。
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考 審

　いわゆるフィールド・テストは測定が簡易で幅広く利用されることを期待して考案されたものであるが、

そのパフォーマンスがどのような運動要因を反映するものであるかについては明らかにされていない。本

研究ではエネルギー系という運動娶因の側面からいくつかのフィールド・テストについてこの点を明らか

にするとともに、バスケットボール・プレーヤーの特性を反映する体カテストの検討を行なうものである。

　本研究で需施した体カテストのうち重直跳ぴ、立幅跳び、両足連続二回跳ぴおよびシャトルランが猟酸

素的パワー要素と関連性があることが示された。これらは跳躍運動あるいはダッシ。による方向転換であ

り、いずれも体重を負荷としており、体重当り最大無酸素パワーとの相関関係を示している。最大無酸素

パヮーは筋の一回収縮による筋パワーとは異なり、筋肉中のエネルギー貯蔵と関連性があると考えられる。

つまり、筋肉量との関連性があると１ることができる。これに対して体重当り最大猟酸素パヮーは筋パワ

ーを反映するものと覧ることができる。このように考えると、両足連続二回跳びはこの双方に関連性を示

し、筋パワーとともに筋肉量も大きいことが反映するものと考えられる。

　筋持久性のテストとして用いられる上体起こしは３０秒ペダリンクｰi仕事量との間に負の相関関係を示

したが、これは３０秒ペダリンク|蝕仕事量が体重が大きく、筋肉量が多いと覧られる被検者が優れていた

のに対し、L､体起こしが自己の体重を負荷としているために逆相関となって現われたと考えられる。

　今回の体カテストは全て３０秒以円の運動による単発の測定であった。したがって、その運動の所要時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）間から有酸素的パワーの測定項目との間に有意な相関関係を承すものはなかった。ＦｏｘとＭａｔｈｅｗｓ

はバスケットボールに要する主要エネルギーを無酸素的エネルギー系（燐原質系十乳酸系）８５％、有気

系（乳酸系十有気系）１５％としている。これはバスケットボールが瞬発的なエネルギーの発揮を要求さ

れることを示すものであり、猟酸素的パワー能力が優れていることを要求するものであるが、ゲームの中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flいではこの瞬発力を低下させることなく繰り返し発揮しなけれぱならないわけである。また、塚越ら、

ｓｋｕｂｉｃご、cよって報告されたバスケットボール・ゲーム中の心拍数は１４３～１ ８５拍／分と高く、

有酸素的パワーが何らｶ４）要因となっていることが推測できる。したがって、今後はこれらの体カテスト

を単発でなく、繰り返し実施しその態様をとらえる万向も考えなければならないと考える。

　主観的評価順位と各測定項目との順位相関を兇ると、両足連続二回眺ぴ、握力、背筋力との問に有意な

相間間係を示している。主観的評価順位はプレーヤーの意志、戦術の理解、技能、体力および形態などの

嬰因についての総合的評価である。ＦｏｘとＭａｔｈｅｗｓにしたがうならば、主観的評価順位と無酸素的パ

ワーの間に相関関係が示されることが期待される。しかし、今回はバスケットボール経験年数が様々であ

ることなどから、主観的評価順位に体力以外の要因が強く反映していたものと考えられる。とくに、大学

入学以後にバスケットボールを始めた看が含まれ、スピード、パワーに優れていながら技能的に劣り主観

的評価において低い順位となっているものがいたことが影響している。

　バスケットポールにおいて形態とくに身長が大きな要因となることは周知のことである。身長が大きい

ということはこれに比例して筋肉量も大きく、その結果最大無酸素パワーも大きいことが考えられる。し

かし、一方では瞬発的な動作が期待され、筋パワーの大きいことが要求される。そしてこれは体重当り最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12j大蕉酸素パヮーに反映してくるものと考えられる。Ｗｉｔｈｅｒｓらは陸上競技（長距離）、サッカー、バ

スケットボール等、数種目のプレーヤーの有酸素的ならびに蝋酸素的作業能について報告しているが、こ

の中でバスケットボール・プレーヤーの無酸素パワーは大きいが体重当り無酸素パワーはサッカー等に比
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して小さくなっている｡これは他の極目よりもパスケットボールが形態ぼ｣に大きいことを恥昧しているも

のと考えられるが、筋パワーもこれに伴って大きいことが望ましいものと考えられる。

　本研究で実施した体カテストのうち両足連統二回眺びは無酸素的パワーの驚酸素パワー、休暇当り賊酸

素バワーおよぴ休載当り３０秒ペダリング総仕事吸と相関があり、有効なテストの一つであることが示唆

された。今後、より多様なプレーヤーを対象に検討を続けたいと考える。また、瞬発的な無酸素パワーが

繰り返し発揮される能力について有酸素的作業能との関係から検討し、そのような体カテストの方法につ

いて考えてゆきたい。

ま　と　め

　休カチストとして窒息されているフ４－ルド・チｚﾄ|ごついて有酸素的ならぴ1こ鐘●鹿的jfワーとの関

逓件を植肘するために、大学ｌ子パスケ。トポール・プレーヤー１７名を対象として、有酸・的ならぴ1ご

朧朧素的パワーおよrFフ４－ルｙ・テストの測定を朽ない、姻－の龍適性●ｌた。重た、チーム・コーチ

による鐘脅的麹点からのを鎧的評価咽位と各艇定項目|ごついて�適性を慮めた。これらのことかち、･fス

ケ一一9トポーJし・ザレーヤーのためのほ力1rついて檜肘を加えた。

１）魅大畠・摂政睡およぴ休睡当り最大畠素摂取量ij3.3S士０．３１ｊ／ｍｊｌとS I､昌士4.圓Slj41.jlll

　であ･､た。

２｝最大謳畠鳶丿嗜ワーおよぴ他‐当り墨大鵬酸漬jfワー|まa 7.0 11 0.111･m/。｡｡と1.a5士n.IS

　1●.m/一.ageであ･｡た。

３１４ｋｐ．ａＯ秒ペダlgンダ鮑仕●慶およぴ休・当１３ ０抄ペダlgング鐘仕･●‐は１ ４Ｓ ０．５ま1 5 2.1

　a●.mと22.7中2.0 7a●.m/匈であ、た。

４】龍酸素的パワーとフ4－jしド・テスト1こおいて|ま次の項目闇1ご脊､●な梱関�侶が､ｌめられｔ。すなわ

　Ｓ慶大無菌鳶パワーと一一達雄二回鵬ぴ、他朧当り最大髄豊麗パワーと●厦魏ぴ、立幅跳ぴ、両足連続

　二回鵬ぴ、シ。トルラン。さらl巴体‐当り３ａ秒ペダlgング館仕事一睡と垂直畠ぴ、ａ轜鵬ぴ、両足速廸

　二一鵬ぴ？ある。また。３０狗･iダリング纏仕●量と上他ｇし|ごli●の梱�関－がーめられた。

５】有酸素的パり一とフ４－ルμ・テストの・|ごは有意な相関関傷|ま腿められなか。た。

６）これらの申で、両一連櫨二回魏ぴS虚無●鹿的jlワーとの相関関佩が示されたとと11r、主塵的評価廟

　位との閥|とも相�関孫がーめられ、パスケ。トポール・プレーヤーの栢鮭をｌいだすためlc有効な他力

　テストの一･っであ恚ととが哨轍きれｔ。
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